
第１１回 校内研修 
令和８年２月１６日（月） 

１５：３０～ ４年松組教室 

 

 

 

１ 開 会 

２ 校長あいさつ 

 

３ 協議 

校内研修のまとめ（大塚） 

①４月１４日（月） 研修主題を決める 

②５月２６日（月） 「小幡の学び」「小幡小メソッド」について 

③６月９日（月） 指導案作り 

６月２０日（金）計画訪問  

④６月３０日（月） １人１授業について、計画訪問報告会 

⑤７月２５日（金）要請訪問 講義「主体的に考え表現できる児童の育成」～対話的な学びの場

を工夫した授業実践～ 

⑥９月８日（月）要請訪問 道徳の授業の参観 研究会 

⑦１０月２２日（水）要請訪問 １人１授業の参観 研究会（指導・助言をいただいた） 

⑧１１月１７日（月） エピペン講習会（金井先生） 

⑨１２月１５日（月） 情報交換（三田先生） 

⑩２月２日（月）要請訪問 総合と道徳の通知表と要録の書き方について 

⑪２月１６日（月） まとめ 

◆今回「対話的な学びの場を工夫した授業実践」では、主に２点を中心に取り組んだ。 

１つめは、目的をもった対話的活動。目的を持たせるために、「単元のめあて」、「単元計画」を児

童とともに作っていました。さらに、対話的活動に入る前に、「何を話し合うか」という目的（視

点）をしっかり児童がわかるような手立てをしていた。 

２つめは、対話を活発にするための環境設定です。まず、児童が意見を持てるように選択肢や PC

（主にロイロノート）の活用。対話内容が視覚的にもわかるように、PC だけでなく、ホワイト

ボード、模造紙、付箋紙等の利用。さらに対話を活発にするために、資料や具体物の用意。様々

な手立てを講じて取り組んでいた。 

◆要請訪問を利用して、「指導案の書き方」「道徳の授業の仕方」「道徳や総合の所見の書き方」等

について学んだり、「校内研修のテーマについての講義」や「道徳の授業」から大切なことを共通

理解したりすることができた。 

◆１人１授業の参観とその授業研究会での話し合い、各自行った研修の情報交換により、スキル

アップできた。 

最後に「学校を楽しむ」が本校のキーワードだったので、「学ぶことが楽しい」授業を目指しながら、先生方自身が

「学ぶことが楽しい」研修であったら幸いです。 

４ その他 

   

５ 閉 会 

研修主題    「主体的に考え表現できる児童の育成」 

～ 対話的な学びの場を工夫した授業実践 ～ 

 


